
 

 

 

 

今回は、普段何気なく行なっている『服の着脱』について考えます。 

 

一般的に服を着る時は下図のように１～５の過程を経ます。 

 

     

 

 

  

  

  

  

１１  服服のの形形をを見見てて身身体体とと服服のの関関係係性性をを瞬瞬時時にに捉捉ええ、、着着ややすすいい位位置置にに服服をを設設定定ししまますす。。  

２２  袖袖をを通通すす時時のの上上肢肢のの状状態態をを考考ええててみみまますす。。ここのの時時、、袖袖をを通通さされれるる側側のの上上肢肢はは、、

袖袖のの張張りりをを指指先先でで作作りり出出しし（（図図１１））、、袖袖のの通通るる感感覚覚をを腕腕でで探探索索ししまますす（（図図 22））。。  

探探索索すするるここととにによよっってて、、肩肩やや肘肘がが伸伸びび、、上上肢肢をを前前へへ押押しし出出ししてていいくくここととががででききまま

すす。。  
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３３  反反対対側側のの肩肩にに服服ををかかけけるる動動作作でではは、、胸胸部部ををししっっかかりりとと反反ららすすよよううにに伸伸ばばすすこことと

がが大大事事でですす。。  

ここここままでで行行ええばば、、ああととはは他他方方のの袖袖をを通通ししてて更更衣衣のの完完了了ととななりりまますす。。  

  

  

  

  

脳脳卒卒中中にによよりり、、片片麻麻痺痺をを呈呈ししたた場場合合、、麻麻痺痺側側のの感感覚覚やや運運動動にに障障

害害ががみみらられれまますす。。（（図図はは右右麻麻痺痺））  

上上肢肢はは後後方方にに引引ききここむむよよううにに、、肩肩・・肘肘・・手手首首・・指指はは固固くく曲曲げげらら

れれたた状状態態でで固固定定さされれまますす。。ここのの状状態態でではは、、上上肢肢でで周周りりのの環環境境をを

探探索索ししてて様様々々ななももののをを操操作作すするるここととがが困困難難でですす。。  

下下肢肢ををみみててみみるるとと、、突突っっ張張るるよよううにに固固くく足足首首はは内内返返ししのの状状態態にに

ななっってていいまますす。。  

片片側側のの感感覚覚・・運運動動面面でで障障害害ががみみらられれまますすののでで、、ババラランンススもも崩崩れれ

ててししままいいまますす。。  

  

  

  

  片片麻麻痺痺をを呈呈ししたた場場合合のの着着替替ええ、、今今回回はは上上記記 SSTTEEPP①①のの着着替替ええ１１～～５５のの中中かからら２２のの袖袖

通通ししのの段段階階にに着着目目ししててみみまますす。。  
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  ままずず、、麻麻痺痺側側のの上上肢肢にに袖袖をを通通ししてていいききまますす。。ここのの時時、、麻麻痺痺側側のの上上肢肢（（下下図図でではは右右

上上肢肢））はは後後方方にに引引きき込込ままれれてていいるるたためめ、、袖袖をを探探索索ししななががらら通通すすここととがが困困難難でですす。。図図

ののよよううにに、、非非麻麻痺痺側側のの上上肢肢でで服服をを何何度度かかたたぐぐるるここととをを繰繰りり返返ししてて、、袖袖をを通通ししまますす。。  

  

  

  

  

  

  

 
 

 

 袖を通す際に必要な活動要素として、 

【１】 手指の探索活動 ～服の張りをつくる～ 

【２】 腕への感覚入力 ～袖が通る触覚をとらえる～ 

 これら２つに着目して、簡単な活動を紹介します。 

    

 

 

 

 

 

 

 

【１】 手指の探索活動  

左の写真ように、大豆の中にビー玉な

どの異なる素材のものを隠しておきま

す。可能であれば、閉眼で、ビー玉を

探し出します。指先の感覚を研ぎ澄ま

し、周りの環境を探索していく能力を

高めます
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片麻痺を呈した患者様は日常生活にたくさん困難を感じておられると

思います。 

上記で紹介させていただいた活動のように、様々な感覚情報を経験し、 

「少しでも動かしやすいと感じられる上肢」になればと思います。 

皆様が快適なくらしを送れるように、私たちスタッフも一緒に取り組

んでいきたいと思っています。 

【２】 腕への感覚入力 

写真のように、非麻痺側の手でタオルを

持ち、麻痺側上肢の腕をタオルでこすっ

ていきます。 

腕への感覚を入力することで、拭われる

上肢は自然と拭われやすいように動かし

ていく反応がでてきます。 


